
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 
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参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会 

 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
自
ら
率
先
し
て
障
害
者
の
雇
用
に
努
め
る
と
い
う
責
務
を
規
定
す
る
こ
と
の
意
義
を
重
く
受
け

止
め
、
障
害
者
が
自
ら
の
希
望
や
障
害
の
特
性
等
に
応
じ
て
、
無
理
な
く
安
心
し
て
、
か
つ
働
き
が
い
を
持
っ
て
安
定
的
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
者
の
活
躍
の
場
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
民
間
企
業
に
お

け
る
先
進
的
な
取
組
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、
障
害
者
権
利
条
約
が
求
め
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
雇
用
の
推
進
も
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
公
務
部
門
に
お
け
る
重
度
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
に
努
め
る
こ
と
。 

二
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
障
害
者
活
躍
推
進
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
団
体
や
当
事
者
の
参
画
を
得

て
指
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
現
に
就
労
し
て
い
る
障
害
者
や
地
域
の
関
係
者
等
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
、
「
障
害
者
差
別
禁
止
指
針
」
及
び
「
合
理
的
配
慮
指
針
」
を
基
準
と
し
て
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
採
用
方
法
、
採
用
後
の
労
働
環
境
等
の
実
態
の
把
握
及
び
公
表
並
び
に
実
態
を
踏
ま
え
た
改
善
策
を
当
該
計
画
に
盛
り
込



む
こ
と
。
ま
た
、
当
該
計
画
の
実
施
に
当
た
り
、
地
方
公
共
団
体
間
で
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
各
地
方
公
共
団
体
の
財
政

状
況
や
地
域
事
情
に
応
じ
て
、
計
画
実
現
の
た
め
の
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。 

三
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
障
害
者
の
大
量
採
用
の
影
響
を
受
け
て
法
定
雇
用
率
が
未
達
成
と
な
っ
た
民
間
企
業
に
つ

い
て
は
、
そ
の
実
態
把
握
に
努
め
、
当
該
企
業
に
対
し
て
集
中
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
含
め
、
必
要
な
支
援
策
を
速
や
か

に
検
討
す
る
こ
と
。 

四
、
対
象
者
の
範
囲
を
含
む
障
害
者
雇
用
率
制
度
の
在
り
方
及
び
助
成
金
の
支
給
を
含
む
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
障
害
者
団
体
が
参
画
す
る
検
討
の
場
を
設
け
る
こ
と
。
そ
の
際
、
障
害
者
雇
用
率
制
度
の
対
象
者
の
範
囲
に
つ

い
て
は
、
障
害
者
基
本
法
及
び
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
障
害
者
の
定
義
を
踏
ま
え
、
障
害
者
手
帳
所
持
者
以
外
も
含
め
る
こ

と
を
検
討
す
る
こ
と
。 

五
、
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
は
、
障
害
者
の
能
力
を
引
き
出
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
障
害
者
手
帳
は
取
得
で
き
な
い
が
障
害
に
よ
っ
て
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
者
へ
の
就
労
支
援
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
と

な
る
就
労
能
力
の
判
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
の
場
を
設
け
、
速
や
か
に
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
。 

六
、
障
害
者
雇
用
率
制
度
に
お
い
て
長
期
の
雇
用
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
等
、
障
害
者
の



平
均
勤
続
年
数
の
増
加
に
向
け
た
施
策
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
。 

七
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
取
組
が
優
良
な
中
小
事
業
主
に
対
す
る
認
定
制
度
の
創
設
に
当
た
っ
て
は
、
中
小
企
業

の
障
害
者
雇
用
や
経
営
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
評
価
項
目
等
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
該
制
度
が
広
く
普
及
す
る
よ
う
、

国
民
に
制
度
の
周
知
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
認
定
制
度
の
新
た
な
メ
リ
ッ
ト
の
付
与
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
併
せ
て
、

労
働
関
係
法
令
違
反
な
ど
、
制
度
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
企
業
の
不
認
定
及
び
認
定
取
消
し
に
つ
い
て
も
基
準
を
設
け

る
こ
と
。 

八
、
除
外
率
制
度
の
廃
止
に
向
け
て
、
除
外
率
の
段
階
的
な
引
下
げ
等
を
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
遅
滞
な
く
検
討
す
る
こ

と
。 

九
、
在
宅
就
業
障
害
者
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
を
含
む
関
係
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
充
実
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
障
害
者
就
労
施
設
等
へ
の
仕
事
の
発
注
に
関
し
て
、
民
間
企
業
等
か
ら
の
発
注
促
進
策
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。 

十
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
企
業
に
お
け
る
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
及
び
合
理
的
配
慮
の
提
供
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
幅
広
く
把
握
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意
し
つ
つ
公
表
す
る
こ
と
。
ま
た
、
実
態
把
握
に
当
た
っ



て
は
、
事
業
主
だ
け
で
な
く
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
及
び
障
害
者
団
体
か
ら
の
意
見
や
情
報
を
十
分
に
反
映
す
る
こ
と
。 

十
一
、
障
害
者
が
働
く
た
め
の
人
的
支
援
な
ど
合
理
的
配
慮
を
含
む
環
境
整
備
に
関
す
る
支
援
策
の
充
実
強
化
に
向
け
て
検
討

す
る
こ
と
。
ま
た
、
職
場
介
助
者
や
手
話
通
訳
者
の
派
遣
等
の
人
的
支
援
に
関
し
、
現
行
制
度
上
の
年
限
の
撤
廃
及
び
制
度

利
用
の
促
進
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

十
二
、
障
害
の
種
別
・
程
度
に
応
じ
た
男
女
別
、
年
齢
層
別
の
障
害
者
の
雇
用
・
就
労
状
況
等
の
実
態
把
握
を
丁
寧
に
行
い
、

障
害
の
あ
る
女
性
や
中
高
年
齢
層
の
複
合
的
困
難
、
ま
た
労
働
時
間
な
ど
働
き
方
に
特
段
の
対
応
が
必
要
な
障
害
者
等
に
配

慮
し
た
き
め
細
か
い
支
援
策
を
具
体
的
に
検
討
し
、
講
じ
て
い
く
こ
と
。 

十
三
、
労
使
、
障
害
者
団
体
等
が
参
画
し
て
、
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
の
一
体
的
展
開
の
推
進
を
審
議
で
き
る
体
制
を
速
や
か

に
整
備
し
、
制
度
の
谷
間
で
働
く
機
会
を
得
ら
れ
な
い
、
又
は
必
要
な
支
援
等
が
な
い
た
め
に
継
続
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

な
い
等
の
障
害
者
の
置
か
れ
た
現
状
を
解
消
す
る
た
め
、
現
状
の
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
通
勤
に
係
る
障
害
者
へ
の
継
続

的
な
支
援
や
、
職
場
等
に
お
け
る
支
援
の
在
り
方
等
の
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
。 

十
四
、
教
育
委
員
会
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
の
た
め
、
障
害
を
有
す
る
教
職
員
の
採
用
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
が
連
携
し
て
、
共
生
社
会
の
形
成
の
理
念
の
も
と
、
必
要
な
施
策
を
進
め
る
こ
と
。 



十
五
、
障
害
を
有
す
る
者
の
勤
労
意
欲
が
増
進
し
、
ま
た
、
減
退
し
な
い
こ
と
を
主
眼
に
置
い
た
上
で
、
雇
用
、
年
金
、
福
祉

等
の
諸
制
度
間
の
連
続
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
検
討
を
行
う
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


